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  ◎　ロシア極東情報
　◎　中国東北情報
　◎　モンゴル情報
　◎　対岸ビジネス情報

□　ERINAインフォメーション　□
  ◎　9月14日（木）、東京大学GSDM・ERINA主催セミナー
      「北東アジアにおける経済見通しと経済協力の可能性」を開催します。
  ◎　9月21日（木）、
　　　賛助会セミナー「対ロシアビジネスの現状・課題・展望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　−日揮の多角的展開を中心に」を開催します。
　◎　新潟県内高校・中学を対象に「ERINA出前授業」の申し込みを受付中です。　
　◎　英文学術誌『The Northeast Asian EconomFic Review』編集委員会では
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投稿論文を募集しています。
　◎　『ERINA REPORT (PLUS)』編集委員会では投稿をお待ちしています。
　◎　ERINA 賛助会員・購読会員のご案内

----------------------------------------------------------------------------
　北朝鮮のミサイルや水爆報道で緊張が続く情勢を横目に、今号の編集作業と同時
並行で、新潟大学の副専攻夏季集中講座「北東アジア社会経済論」で導入部分を担
当しています。日本経済の停滞ぶりについても言及せざるを得なく、そのたびに憂
鬱になってしまいます。（編集長）
----------------------------------------------------------------------------
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　━━　ロシア極東情報　━━

  ◇  サハ共和国にダイヤモンド産業コンプレックスができる  ◇

  「カンガラッスィ工業団地」先行経済発展区（TOR）に、ダイヤモンドコンプレッ
クスができることになっている。アルマズエルギエン銀行傘下の「SAYBM」が共同
利用のための製造施設を建設する。そこには研磨設備が設置されるとカンガラッスィ
工業団地TOR管理会社のドミトリー・ボリソフ社長が説明した。
  「個人の研磨職人や小規模な宝飾会社が誘致され、彼らが雇用を創出することだ
ろう。建設用地は確保済みだ。我々はそこから老朽化した建物を撤去し、整地を行っ
た。そこにガスと電気を引く契約も結んだ。今は設計段階だ」とボリソフ社長は明
言した。（極東開発省8月14日）

  ◇  ロシア極東に最新式のマルチモーダル港湾施設ができた  ◇

  ウラジオストク自由港入居企業のオリガ・ブンケル社が、投資プロジェクトを実
行した。プロジェクトの目的は、沿海地方オリガ地区の既存の港内でのマルチモー
ダル施設の建設だ。このプロジェクトの枠内で、オリガ・ブンケル社はターミナル
の設備更新を行い、リーチスタッカー、ガントリークレーンが購入され、新しい設
備が補充された。
  計画されているターミナルの設備更新によって、大型船舶の取り扱いが可能にな
ることだろう。ターミナルは水産品、原木・製材品、大理石板、砕石、自動車用タ
イヤ・チューブ、輸出入貨物用コンテナなどの貨物を取り扱えるようになるだろう。
  オリガ港は日本海北西岸のオリガ湾に位置し、サハリン、日本、韓国、中国の港
とアクセスがあり、通年航行が可能だ。同港は、一方はオリガ−ラゾ間道路に面し、
反対側はオリガ湾に面している。3つの岸壁の総延長は286メートル、水深は8メー
トルだ。
  計画では、オリガ・ブンケル社は埠頭を修理・強化し、水産品の貯蔵と積替えを
目的とする港内の保冷ヤード700平方メートルを建設することになっている。プロ
ジェクトへの民間投資金額は4億7900万ルーブルになる。（極東開発省HP8月16日）

  ◇  ロ極東の自動車製造業に8億5000万ルーブルを補助  ◇

  政府がロシア極東で製造された自動車を国内他地域へ輸送するために連邦の公的
資金8億5000万ルーブルを拠出すると、タス通信が報じた。
  この補助金によって、ロシア極東で製造される自動車の販売地域と台数を拡大す
ることができるだろう。「ロシア極東の市場は全国規模で考えると比較的小さい」
とメドベージェフ首相は指摘した。首相によれば、国の支援なくして地元企業の競
争力の確保は不可能だという。この補助金はロシア極東製の自動車少なくとも1万
7000台の国内他地域への輸送と、工場や裾野産業の雇用の維持に貢献することだろ
う。
  ロシア極東で自動車を製造しているのはウラジオストクのソラーズ工場だ。フォー
ド及びマツダとの提携で、年間3万5000台を製造している。工場はロシアのオフロー
ド車（UAZ）、ガソリンエンジンとディーゼルエンジン（ZMZ）も製造している。
  また、沿海地方のアルチョム市では中国の第一汽車（FAW）の工場の開設が予定
されている。事業の発起人は、乗用車・商用車の販売・メンテナンスサービスを専
門とするSUMOTORIグループだ。（DV.land 8月17日）

  ◇  アムールメタルがアジアにも製品を輸出  ◇

  7月末に再生された製鉄所「アムールメタル」の製品の60％強が東南アジアに輸
出されている。
  「輸出先は、エネルギー資源に限りがあるために大型鉄鋼会社（圧延製造）がな
いタイ、フィリピン、韓国だ。当社はこれらの国々に鉄鋼半製品を輸出し、先方は
それを圧延して国内で販売するか、あるいは公共工事に使っている」とTOREKCハバ
ロフスク（企業グループTOREKS傘下で、アムールメタルの新しいオーナー）のウラ
ジミル・レベデフ社長は説明した。レべデフ社長によれば、品質と迅速な注文の履
行のおかげで、アムールメタルの製品への関心は非常に高いという。「現在、工場
は10月10日まで注文でいっぱいだ。常に注文が次々に入ってきている」とレべデフ
社長は力強く話した。ロシア国内の販売は、工場の販売会社のチェーン店を介して
行われている。レべデフ社長によれば、現在では、このようなチェーン店がロシア
極東の全ての主要都市に開設されている。「製品の販売のために当社は大手商社、
大手末端消費者（橋梁建設会社、建築物組立会社など）と提携している。毎月の販
売量を2万5000トンに拡大する計画だ」とレべデフ社長は表明した。
  製鉄所アムールメタル（コムソモリスク・ナ・アムーレ市）はロシア極東唯一の
電気精錬工場（半製品）。工場は近年、深刻な財政難を経験。2015年までにアムー
ルメタルの債権者は264名となり、その大半は銀行だった。2016年にロシア連邦極
東開発省がコムソモリスク・ナ・アムーレ市の総合発展計画を策定し、アムールメ
タル、コムソモリスク・ナ・アムーレ空港などの企業の発展計画も盛り込まれた。
工場は今夏、生産を再開した。（極東開発省8月18日）

  ◇  18番目のTORがクリルに  ◇

  メドベージェフ首相は18番目の先行経済発展区（TOR）「クリル」の設置に関す
る決定書に署名した。新しい「クリル」TORによって、サハリン州における魚やそ
の他水生生物資源の高次加工の製造業拠点の形成が可能となる。TOR制度は、投資
家を呼び込み、アジア太平洋地域市場などで工場の製品を販売するための競争上の
メリットをサハリン州に付与するとみられている。
  アレクサンドル・ガルシカ極東発展大臣によれば、クリル諸島における先行経済
発展区の形成は、特定目的プログラム「2016〜2025年クリル諸島の社会経済発展」
に盛り込み済みだという。
  TOR予定地は色丹島マロクリリスコエ村だ。クリル諸島に高品質の冷凍・チルド
水産加工品や缶詰を生産する複合施設の建設を提案するコンビナート「オストロブ
ノイ」経営陣の訴えが、クリル諸島にTORをつくる決定の根拠となった。
  同社は74億ルーブルをこのプロジェクトに投入する方針だ。700人強の新規雇用
が創出されるとみられている。この投資プロジェクトは3段階で実施される。2017
年には作業員向け宿泊施設用に管理棟が改築される。第2段階では2018年に新しい
缶詰工場、魚粉製造プラントのライン、1度に1万5000トンを貯蔵できる冷凍倉庫、
新しい管理棟と食堂がつくられる。2020年までには2つのロボット化した冷凍食品
工場が操業を開始し、タラ・サケマス高次加工工場が稼働する。製品はロシア国内
市場にもアジア太平洋諸国（日本、中国、韓国など）にも供給される。
  今日現在、主要入居者である「オストロブノイ」以外にも、複数のロシア企業が
新しいTORでのプロジェクトの実行に関心を寄せている。極東開発省はこれら投資
家らのオファーを検討中だ。それらは、水産加工場の建設、栽培・養殖漁業の展開、
再生可能エネルギーによる小規模発電所の建設、エコツーリズム展開、観光・レク
リエーション区と小規模ホテルの建設、南クリル諸島の金鉱山開発のプロジェクト
だ。
  クリル諸島のTOR設置に関する決定は7月5日、ユーリー・トルトネフ副首相兼極
東連邦管区大統領全権代表が招集した極東・バイカル地域投資プロジェクト実施小
委員会で承認された。（ロシア連邦極東開発省8月23日）

  ◇  北朝鮮ツアー専門の旅行代理店がモスクワで開業  ◇

  北朝鮮の旅行を専門とする初の旅行代理店NKoreanがモスクワで開業した。同社
は1953年から続く北朝鮮の老舗国営旅行会社と提携している。
  「NKoreanはガイド付き観光旅行、ビーチリゾート、祭りや祝日参加を提案して
いる」と旅行代理店連盟のセルゲイ・ゴロフ会長は本紙に語った。さらに、ロシア
語だけでなく英語、フランス語、中国語もOKだ。
  ロシア人向け北朝鮮ツアーの価格は7万ルーブル（航空券除く）からとなる。ロ
シア人観光客が北朝鮮に行くには、ビザと医療保険も必要になる。北朝鮮のビザを
取得するには、旅行会社にシェンゲンビザと同様の標準的な書類一式を提出しなけ
ればならない。手続き期間は平均で5〜7日。ツアーパッケージに含まれているビザ
の費用は40ユーロだ。
  現在ロシアから北朝鮮への観光客数は少ない。北朝鮮を訪れるロシア人観光客は
年間200人ほど。「なぜなら、オファーがないからだ。ウラジオストクには、北朝
鮮ツアーを組織する会社が2社しかない」とゴロフ会長は説明した。NKoreanは、北
朝鮮に行くロシア人観光客の数は開業後、2〜3倍に拡大しうると分析している。
（DV.land 8月24日）

  ◇  日本企業がカムチャツカでの温室経営の可能性を模索  ◇

  日本企業がカムチャツカ地方での温室建設の可能性を探っている。この方面での
調査を目的とし、北海道総合商事（株）の天間幸生社長と道銀地域総合研究所の加
賀屋佳史氏がカムチャツカを訪れた。
  農産業での提携の見通しについて、日本側はカムチャツカ地方政府で協議した。
カムチャツカ地方政府からはマリーナ・スッボタ副首相、ビャチェスラフ・チェル
ヌイシ農業・食品・加工業省次官とワレーリー・レシェリコ同省次官、セルゲイ・
ナズバノフ投資・企業活動局長代行らが出席した。
  天間社長は、北海道総合商事が既にロシア極東、特にサハ共和国（ヤクーチア）
とハバロフスク地方で温室建設事業を実行した経験があることを指摘した。スボッ
タ副首相は、温室建設はウラジミル・イリューヒン知事が掲げたカムチャツカ地方
の農産業振興における優先課題の一つだと述べた。副首相は、カムチャツカ政府が
日本企業の参加する温室建設に前向きであり、この種のプロジェクトの実行の際に
あらゆる支援をする構えだと述べた。（極東開発省HP 8月25日）

  ◇  ウラジオにロシア初の柔道センターが開設される  ◇

  上級クラスの選手育成のための国際柔道センターが極東連邦大学キャンパス内に
開設される。第3回東方経済フォーラム（EEF）の枠内で、盛大な起工式が行われる
ことを、沿海地方政府広報室が伝えている。このプロジェクトはユーリー・トルト
ネフ副首相兼極東連邦管区大統領全権代表の支援を得て、実施される。
  国際柔道センターでは、上級クラスの選手の育成が行われ、畳と客席のある大体
育館があるので、最高レベルのトーナメントを行うことができる。
  沿海地方はロシアにおける柔道振興で重要な役割を担っている。それは、ウラジ
オストクに長く住み活動していたサンボの創始者、ワシーリー・オシェプコフ氏が
ロシアにおける柔道指導の第一人者だからだ。
  また、EEF会期中に極東連邦大で、東海大学と沿海地方柔道連盟の支援で創設さ
れる柔道クラブの結成式典が行われる。さらに、EEFのスポーツプログラムに嘉納
治五郎の名を冠した国際トーナメントが盛り込まれている。試合は9月6〜7日、プー
チン大統領と安倍首相の後援で行われる。
  両大学は現在、日ロ交流強化に高い関心を寄せており、両国首脳は2年続けてEEF
で相見える。東方経済フォーラム2017での極東連邦大学のイベントプログラムには、
ロ日関係研究センターの開所式とEEF若者広場の枠内での日ロ学生フォーラムも含
まれている。（極東開発省HP 8月25日）

　━━　中国東北情報　━━
　
  ◇  丹東25企業、「一帯一路」沿線国家に投資  ◇

  8月10日の丹東市国税局の発表によると、現在、丹東市内25社の企業が世界17カ
国に実際の投資を行なっている。海外に投資した39社の企業のうち、24社が直接投
資を行ない、15社が工事・労務を請負っている。直接投資総額は1.71万ドルに達し
た。
  近年、丹東市国税局は多くの取り組みにより「走出去」（海外進出）企業に対す
る税収管理・サービスを強化し、地元企業の「一帯一路」沿線国家への投資を積極
的に支援している。各部門間の情報相互交換、資源相互援助、業務相互補完の優位
性を発揮し、対外経済貿易局、銀行、地方税務局などの部門と協力し、「走出去」
企業に関連する外部情報を収集し、内部情報との比較や現地調査を行い、「走出去」
企業の国内外資産台帳を作成し、包括的な文書化管理を実現する。同時に、「走出
去」企業の現場を視察し、リスクの分類や追跡管理を行ない、事前警告の能力を高
め、海外投資・生産経営の際に起きる移転価格調査、二重課税、協定待遇享受の阻
害などのリスクの予防に協力することにより、企業の「走出去」に対する自信と気
力を強化し、企業のさらなる安定と発展に貢献している。（遼寧日報8月15日）

  ◇  中国（満洲里）国際貿易・投資博覧会開幕  ◇

  8月18日、会期3日間の2017中国（満洲里）国際貿易・投資博覧会が満洲里市の国
際コンベンションセンターで開幕した。
  内モンゴル自治区の艾麗華副主席、中国国際貿易促進委員会の盧鵬起副会長が開
幕式に参加し、艾副主席が博覧会の開幕を宣言した。
  今回の博覧会は「互聯互通（相互につながるの意）、協力ウィンウィン」をテー
マとし、建築材料、機械、家電、自動車・自動車部品、農業、観光および海外商品
展示コーナーの７エリアを設けられている。中国、ロシア、モンゴル、インド、日
本、フランス、ベトナム、ケニアなどをはじめとする22カ国の商業団体・企業の代
表、国外出展者・バイヤー約2000人が博覧会に参加した。
  今回の博覧会は展示会の規模が過去最大、国外出展者・バイヤー数が過去最多、
出展商業団体・企業が属する参加国数が過去最多、来賓とフォーラムのレベルが過
去最高という4つの注目点がある。（内モンゴル日報8月19日）

  ◇  東北文化産業博覧交易会、「一帯一路」沿線10カ国参加  ◇

  第7回中国東北文化産業博覧交易会（以下「文博会」）が8月24日に遼寧工業展覧
館で開幕する。東北文博会実行委員会によれば、「一帯一路」沿線の10カ国が初め
て参加する今年の文博会は、東方地域と「一帯一路」沿線国家の文化交流および貿
易取引を強化する見込みだ。
  紹介によると、今回の文博会は「一帯一路」沿線国家総合展示館を設け、「一帯
一路」沿線10カ国、ロシア、パキスタン、タイ、ニュージーランド、バーレーン、
スペイン、エジプト、ヨルダン、モンゴル、ガーナの文博会への初参加が大会の国
際化レベルを向上させる。
  今回の文博会は「政府主導、企業運営」という運営モデルを導入し、主催者が社
会に向けて展示会運営専門会社の公募・入札を行ない、専門的な市場運営を図った。
同時に、政府は文博会を市場に溶け込ませるという最終目標をより良く実現するた
めに、ある程度の経済的支援を行ない、セキュリティ、交通、衛生などの面で政府
サービスを提供する。「かつて文博会はすべて政府がやっていた。たとえば企業誘
致のプロセスでは政府の後押しと指名が必要だったが、その運営は専門的ではない
ので、効率が悪かった。運営の一部を市場に任せてから、誘致のプロセスはとても
スムーズになった」と運営担当者が述べた。（遼寧日報8月23日）

  ◇  吉林省−ロシア生産能力・投資協力プロモーションイベント、
                                                        ロシアで開催  ◇

  8月18日、吉林省はモスクワで「吉林省−ロシア生産能力・投資協力プロモーショ
ンイベント」を開催した。林武省常務委員・副省長、李輝駐ロシア大使、ロシア
「公正ロシア」党副主席、国家ドゥーマ（ロシア下院）国際事務委員会副主席など
中ロの来賓が出席してあいさつした。
  林武副省長はその中で次のように述べた。7月初めに習近平国家主席がロシアを
訪問したとき、中ロの元首が重要な合意に達し、吉林省の対ロ協力の発展のために
方向性を明確に定め、それを遵守することになった。今回の吉林省−ロシア生産能
力・投資協力プロモーションイベントは、双方の協力成果の回顧と総括だけでなく、
新しい前途を切り開く。さらに、吉林省は比較優位を発揮し、協力分野を開拓して、
実力と信用のある企業がロシアと農業・軌道交通・金融などの分野で協力を積極的
に展開することを支援し、産業能力・投資協力の集中区をつくり、産業の共同発展
を実現しよう。
  イベントに参加した来賓は『開放する中国：素晴らしい吉林を世界へ』というロ
シア語のプロモーション動画を鑑賞し、多くの協定締結を公開で行った。吉林省糧
食投資控股集団有限公司、吉林省長吉図国際物流集団、吉林省華峰能源集団、吉林
省光大建設集団などがそれぞれロシア側と協力の意向に署名した。
（吉林日報8月23日）

  ◇  北東アジア博覧会サービス貿易大会、8月30日開催  ◇

  吉林省商務庁によれば、吉林省と国内外のサービス貿易業界との交流・協力を推
進し、サービス業の対外開放を拡大するために、商務部と吉林省人民政府は8月30、
31日に長春市で第11回中国・北東アジア博覧会サービス貿易大会、2017長春国際サー
ビスアウトソーシング産業サミットを共同主催した。
  今回の会議は「開放・協力・利益共有」をテーマとして、フォーラム、韓国・日
本とのサービス貿易商談会、産業園区・企業の紹介・交流・連結会、長春−蘇州サー
ビス貿易産業連結商談会等の活動が行なわれ、サービス業の開放拡大、サービス貿
易人材育成、アウトソーシング産業の移転、サービス貿易園区建設発展などをめぐっ
て業界の交流・協力の商談が行なわれた。（吉林日報8月27日）

  ◇  「一帯一路」商学院連盟、ハルビンで設立  ◇

  8月26日、国家発展改革委員会およびハルビン工業大学ほか全国の高等教育機関
が共同主催する「シルクロード国際生産能力協力高級シンポウジウム」がハルビン
で開かれた。同会議で、「一帯一路」商学院連盟が成立した。連盟は「一帯一路」
の沿線国と相互につながり、国際生産能力協力、科学技術成果の実用化、および教
育・教学資源共有国際化のプラットフォームをつくる予定で、中国と「一帯一路」
沿線国家の産学協同、科学技術を先導する人材やビジネスマン育成分野で協力を実
質的に進めていく。
  「一帯一路」商学院連盟はハルビン工業大学、アモイ大学、電子科学技術大学等
9大学により提案され、「一帯一路」沿線国の20校を超える商学院と共同で高等管
理教育組織連盟を設立した。連盟は、工商管理博士の学位等の方法を通じ、中国を
足場として国際的な視野をもつ複合型ビジネスリーダーの育成に尽力する。同時に
連盟メンバー校の教学・研究・ビジネス資源を統合し、「一帯一路」沿線国・地域
への管理知識の伝播、国際産業能力協力の推進、ビジネスの拡大と技術の普及を促
進する。また政府や社会組織、関係企業と共同して、経済・貿易・流通・国際産業
能力の協力、科学技術成果の実用化、プロジェクト投資の実施を促進する。さらに
「一帯一路」国での展開を継続し、最終的に各国に連盟参加機関を置くことを目指
す。（黒龍江日報8月27日）

　━━　モンゴル情報　━━

  ◇  450人のモンゴル人学生が来年度、ロシアの大学で学ぶ  ◇

  チュルンバートル教育・文化・科学・スポーツ大臣は15日、ロシアのアジゾフ駐
モンゴル特命全権大使と会談した。アジゾフ大使は、教育分野は二国間交流の主要
分野の一つであり、2017/2018年の新教育年度には、450人のモンゴル人学生がロシ
ア政府の奨学金を使ってロシアの大学で学ぶことになる、と述べた。将来的にこの
枠は500人に拡大されるだろう。
  2018年春には10人余りのモンゴル人バレーダンサーがペルミ文化芸術大学コリオ
グラフィー学部での学業を終了することは、モンゴルにおける古典芸能の今後の振
興に寄与することだろう。
  科学分野では、モンゴルはロシア基礎研究基金との交流協定の枠内で、共同研究
プロジェクト及びプログラムを推進することにしている。研究活動を支援する目的
で、5件の大型特定目的プロジェクト（最大100万ルーブル）が実行されることになっ
ている。
  このほかにも、チュルンバートル大臣は、モンゴルの代表チームの育成とロシア
人選手との合同トレーニングの実施のためにロシア人トレーナーを招致することを
提案した。大臣は、モンゴル人トレーナーと専門家をソチのオリンピックアカデミー
で育成する問題について、ロシア大使の賛同を仰いだ。（MONTSAME 8月17日）

  ◇  新国際空港開業にはまだ費用がかかる  ◇

  担当機関は、新ウランバートル国際空港の開業には3500万ドルかかることを突き
止めた。内閣府のムンフバト長官と道路交通開発省の担当者が8日、開業の障害と
なる喫緊の諸問題の解決を目的とし、空港で作業した。彼らは、新空港の開業と必
要な機材及び設備の試運転と稼働には前述の金額が必要不可欠だという結論に至っ
た。彼らはこのことを17日の定例閣議で報告した。
  これを受けて内閣は、モンゴル側が拠出すべき金額を国の2018年予算に反映させ
る可能性を探るよう、関連省庁に指示した。（MONTSAME 8月18日）

  ◇  中国のアルミ大手の副社長とモンゴル国首相が会談  ◇

  エルデネバト首相は23日、副社長を団長とする中国のアルミ大手チャイナルコ
（中国アルミ業公司）代表団と会談した。
  中国側は、チャイナルコ社がタバントルゴイとオユトルゴイの大型プロジェクト、
タバントルゴイ炭鉱から国境ポイントまでの道路敷設などの道路工事、その他イン
フラ整備プロジェクトに参入する方針を明言した。
  エルデネバト首相は、タバントルゴイ炭鉱の石炭とオユトルゴイ鉱床の銅の加工
後の輸出の方面での今後の政策に関するモンゴル国政府の姿勢を表明した。その上
で首相は、この政策を堅持し、このほかのモンゴルの法律・規則に従って、チャイ
ナルコ社がインフラ整備や南ゴビの鉱物資源採掘プロジェクトに参入することがで
きると述べた。（MONTSAME 8月24日）

  ◇  2つの工業団地の形成が予定されている  ◇

  23日の定例閣議で、現地企業2社に工業団地の建設を許可する決定がなされた。
「ダルハン市工業団地」社はダルハンオール県での活動を開始し、「エルデネト・
テクノパーク」社はオルホン県に工業団地を形成する。
  これらプロジェクトの実行によって、競争力のある高度技術産業を国内に形成し、
国民に雇用を確保し、環境に優しい完成品を国内外市場に供給し、輸出志向型製造
業を展開し、これら地域の発展を促進することが可能となると、内閣は考えている。
（MONTSAME 8月24日）

　━━　対岸ビジネス情報　━━

  ◇  函館−天津線運休　天津航空、きょうから（北海道新聞8月22日）
  https://www.hokkaido-np.co.jp/article/127037

  ◇  国際産学研促進会式典に150人　日中の技術や企業交流図る
                                                   （西日本新聞8月22日）

  ◇  日ロ沿岸市長会議が開幕　経済連携の強化模索（新潟日報8月24日）

  ◇  シェア自転車、札幌で出発　中国大手が国内初進出（北海道新聞8月23日）
  https://www.hokkaido-np.co.jp/article/127193

  ◇  ラーメン、ウラジオに売り込み　札幌などの4店、来月試験営業
                                                    （北海道新聞8月24日）

  ◇  世界に発信、雪フェス　国連観光会議とタイアップ（山形新聞8月25日）
  http://yamagata-np.jp/news/201708/25/kj_2017082500526.php

  ◇  日ロ沿岸市長会議閉幕　共同コミュニケ採択（新潟日報8月25日）
  http://www.niigata-nippo.co.jp/news/politics/20170825342476.html

  ◇  氷見市台湾訪問団　観光交流へ新たな一歩（北日本新聞8月25日）

  ◇  海外学生、古民家改修に力　鯖江でアジア13カ国17人挑戦（福井新聞8月26日）

  ◇  鳥取−韓国・務安チャーター便　9~12月に40往復（山陰中央新報8月26日）

  ◇  福岡市教育委、日本語指導教諭　外国人増で緊急採用（西日本新聞8月27日）
  https://www.nishinippon.co.jp/feature/new_immigration_age/article/353843/

  ◇  富山のものづくり　日中経済協力会議で紹介（北日本新聞8月29日）

  ◇  北陸・韓国経済交流会議　企業商談32件（北陸中日新聞8月29日）

  ◇  松江市長　10月、晋州市（韓国）10年ぶり訪問（山陰中央新報8月29日）

  ◇  博多、上海港IT連携　コンテナ情報、瞬時に把握（西日本新聞8月30日）

  ◇  水産物輸出額4割台湾　石川県議会委員会報告（北陸中日新聞8月31日）

  ◇  中国人留学生受け入れへ島根の介護福祉士養成4校（山陰中央新報8月31日）

━━━━　ERINAインフォメーション　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

　◇◇  東京大学GSDM・ERINA主催セミナー
      「北東アジアにおける経済見通しと経済協力の可能性」を開催します。

　　○日時　2017年9月14日（木）　14：15〜17：00
　　○会場　福武ラーニングシアター（東京都文京区本郷7-3-1）
　　　　　　（東京大学本郷キャンパス内　情報学還・福武ホール）　

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/news/130202/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.318(20170908)

　◇◇  ERINA賛助会セミナー
　　　　「対ロシアビジネスの現状・課題・展望−日揮の多角的展開を中心に」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を開催します。

　　○日時　2017年9月21日（木）　14：00〜16：00
　　○会場　新潟日報メディアシップ2階 日報ホール（新潟市中央区）

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/news/130354/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.318(20170908)

　◇◇　新潟県内高校・中学を対象に
　　　　　　　「ERINA出前授業」の申し込みを受付中です。　

　　○対象　新潟県内の中学・高校の総合学習の時間など（1時限単位） 
　　○実施期間　平成29年5月〜12月
　　○申込　受付中

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/demae/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.318(20170908)

　◇◇　英文学術誌『The Northeast Asian Economic Review』編集委員会
　　　　では投稿論文を募集しています。　

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/publications/naer/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.318(20170908)

　◇◇　『ERINA REPORT (PLUS)』編集委員会では投稿をお待ちしています。　

　　投稿規程は⇒　http://www.erina.or.jp/publications/er/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.318(20170908)

　◇◇　賛助会員・購読会員のご案内　

　　＜賛助会員制度＞

　　賛助会員制度は、この設立目的・事業活動に賛同される方々から積極的に
　　ご支援・ご協力をいただくとともに、ERINAの事業やその成果を活用して
　　いただくための制度です。

　　＜購読会員＞
　　
　　購読会員は、個人の方を対象に、ERINAの定期刊行物等をお届けするサービス
　　です。
　　
　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/member/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.318(20170908)
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